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Ⅰ．目的    

 

  地域で生活している人々ならびに生活の場で療養している人と家族を理解し、 

地域における看護の実際を学ぶ。 

 

 

 

Ⅱ．目標  

１．地域で生活している人々の健康の保持増進・疾病の予防への援助活動を知る。 

 

２．生活の場で療養している人とその家族を理解する。 

 

３．生活の場で療養している人の訪問看護の実際を理解する。 

 

４．地域で活動している看護職の役割を理解する。 

 

５．保健医療福祉チームの活動をとおして多職種の役割および連携を理解できる。 

 

 

 

 

 

実習評価 

 

出席状況、実習内容、実習記録、実習態度を総合的に評価する。 

 

学習上の留意点  

 

この科目の受講にあたっては、以下の前提科目の履修が要件となる。 

  基礎看護学実習２     在宅看護方法論１ 

  在宅看護概論       在宅看護方法論２ 

               在宅看護方法論３ 

 

 


